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れ
ま
し
た
。
こ
の
大
掃
除
は
、

ふ
だ
ん
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で

利
用
し
て
い
る
部
屋
を
協
力
し

て
き
れ
い
に
す
る
こ
と
だ
け
で

　
笠
懸
公
民
館
で
年
に
２
回
行

わ
れ
る
恒
例
の
大
掃
除
（
主

催
・
笠
懸
公
民
館
利
用
者
の

会
）
が
、
６
月
16
日
㈰
に
行
わ

な
く
、
公
民

館
利
用
者
同

士
の
交
流
も

目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、

６
月
の
大
掃

除
は
５
年
ぶ

り
の
開
催
で

す
。
参
加
者

数
は
２
３
０

人
を
超
え
、

公
民
館
の
一

大
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
に

分
か
れ
て
掃

除
を
開
始
し

ま
し
た
。
特

に
、
高
い

所
を
専
門
に

掃
除
す
る
若
手
を
中
心
と
し
た

「
高
所
隊
」
が
活
躍
し
、
天
井

の
照
明
器
具
な
ど
も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
予
定
し
て
い
た
公

民
館
周
辺
の
掃
除
も
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
掃
除
が
終
わ
っ
た
後
、
利

用
者
の
会
で
は
参
加
者
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
冷
た
い

麦
茶
と
コ
ー
ヒ
ー
を
用
意
し
ま

し
た
。
公
民
館
利
用
者
に
と
っ

て
は
、
交
流
の
場
と
し
て
も
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
の
大
掃
除
は
、
12
月
に

開
催
予
定
で
す
。
公
民
館
利
用

者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

交
流
深
ま
る
大
掃
除

交
流
深
ま
る
大
掃
除

　
　
き
れ
い
に
な
っ
た
ね

　
　
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
‼‼

▲隅々まできれいに（左から料理実習室・正面入り口案内板・建物周辺の掃除の様子）

▲たくさんの人が参加！ !

▲高所隊結成 !!
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▲文化祭に向け始動

　
令
和
６
年
度
の
笠
懸
地
域
文

化
祭
第
１
回
実
行
委
員
会
が
、

６
月
21
日
㈮
に
笠
懸
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

参
加
申
し
込
み
は
、
展
示
部
門

26
団
体
、
イ
ベ
ン
ト
部
門
20
団

体
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
37
団
体
の

合
計
83
団
体
で
す
。
参
加
団
体

数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
る
と

少
な
い
も
の
の
、
昨
年
度
の
69

団
体
よ
り
は
増
え
、
徐
々
に
回

復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
企
画
広
報
部
会
か
ら
特
別
企

画
の
報
告
と
、役
員
体
制・テ
ー

マ
が
報
告
さ
れ
、
決
定
し
ま
し

た
。　
　
　
　

　
実
行
委
員
会
終
了
後
は
、
各

部
会
に
分
か
れ
て
、
出
品
出
演

規
程
の
確
認
や

次
回
の
部
会
日

程
の
調
整
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
目

的
は
「
活
動
成

果
を
発
表
し
、

お
互
い
の
文
化

や
活
動
に
触
れ
、

交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
新
し

い
学
習
活
動
を

促
し
、
地
域
文

化
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
」

で
す
。
参
加
者

同
士
の
絆
を
深

め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
活
動
の

き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
文
化

　
市
民
講
座
運
営
委
員
会
が
６

月
13
日
㈭
に
開
催
さ
れ
、
今
年

度
の
講
座
の
テ
ー
マ
や
内
容
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
内
容
か
ら
も
伺
え

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

笑
顔
あ
ふ
れ
る
文
化
祭

笑
顔
あ
ふ
れ
る
文
化
祭

る
よ
う
に
、
人
生
１
０
０
年
時

代
に
お
い
て
、
健
康
で
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
内
面
か
ら
の
健

康
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、

生
涯
学
習
を
通
じ
て
心
豊
か
な

人
生
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
ま
す
。

▲部会に分かれ協議（イベント部会）

祭
を
目
指
し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ

　
『
参
加
か
ら
参
画　
そ
し
て

　
　
新
し
い
仲
間
づ
く
り
へ
』

　
サ
ブ
テ
ー
マ

 「
み
ん
な
の
思
い
を
乗
せ
て
」

◇
役
員
体
制　
　
（
敬
称
略
）

　
実
行
委
員
長　
金
子　
和
夫

　
副
実
行
委
員
長　
各
部
会
長

展
示
部
会

　
部　
長　
飯
塚
喜
代
光

　
副
部
長　
遠
藤　
尚
江

　
　
　
　
　
栗
原
ム
ツ
エ

イ
ベ
ン
ト
部
会

　
部　
長　
髙
松　
富
雄

　
副
部
長　
松
井　
栄
三

　
　
　
　
　
高
橋　
政
子

ス
テ
ー
ジ
部
会

　
部　
長　
上
田　
芳
弘

　
副
部
長　
高
倉　
旗
枝

　
　
　
　
　
渡
邊
し
づ
子

テ
ー
マ
刷
新

テ
ー
マ
刷
新  
  

市
民
講
座
で
健
康
に

市
民
講
座
で
健
康
に

令和 6年度　講座一覧【予定】
　テーマ : 健康へのアプローチ～知ろう！自分のからだ～

No 内　容 会　場 日時 定員

1 『ノルディックウォーク』を体験 !! 未定
10月12日㈯ 

９時30分～15時00分
40人

2 『耳つぼ』は健康への第一歩

交流ホール

10月31日㈭ 
19時00分～21時00分

各講座
100人

3 ピンクリボン運動を推進しよう
11月28日㈭ 

19時00分～21時00分

4 血管の健康づくりプロジェクト
12月14日㈯ 

14時00分～16時00分

※参加者の募集は９月を予定



（3） 令和６年７月31日笠懸公民館だより（第203号）

▲昨年のこどもまつりの様子

◆
委
員
長　

　
阿
左
美　
文
雄
（
子
育
連
）

◆
副
委
員
長

　
田
中　
由
郎
（
青
少
推
）

　
清
水　
鈴
代
（
市
Ｐ
連
）

（
敬
称
略
）

夏
休
み
の

夏
休
み
の

思
い
出
づ
く
り
を

思
い
出
づ
く
り
を
‼‼

　
第
37
回
み
ど
り
市
笠
懸
地
域

こ
ど
も
ま
つ
り
第
１
回
実
行
委

員
会
が
６
月
５
日
㈬
、
笠
懸
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
懸
町
子
ど
も
会
育
成
会

連
合
会
（
子
育
連
）、
み
ど
り

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
市
Ｐ
連
）、

笠
懸
地
域
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
（
青
少
推
）、ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
県
第
57
団
の

計
４
団
体
と
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
桐
生
・
み
ど
り
子
ど
も
食

堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
加
わ
り
、

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
今
年
度
の
こ
ど

も
ま
つ
り
を
８
月
24
日
㈯
の
午

前
中
に
開
催
す
る
こ
と
が
全
会

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
各
団

体
が
独
自
の
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
思
い
出
作
り
の
場
と

し
て
笠
懸
地
域
こ
ど
も
ま
つ
り

に
参
加
し
、
夏
休
み
の
締
め
く

く
り
を
最
高
の
形
で
迎
え
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
役
員
は
次
の
と
お
り

第37回笠懸地域こどもまつり

主催：笠懸公民館
主管：笠懸地域こどもまつり実行委員会

※中止の際には、8/24( 土 )7:30 までに
　公民館の Instagramに掲載します
※

マ
ム
シ
が
同
じ
マ
ム
シ
に
噛
み

つ
か
れ
る
と
、
一
時
的
に
か
な

り
弱
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
他

の
小
動
物
の
よ
う
に
死
に
は
至

ら
な
い
。
マ
ム
シ
の
体
内
に
は

マ
ム
シ
毒
に
対
す
る
免
疫
が
あ

る
た
め
、
し
ば
ら
く
す
る
と
回

復
す
る
よ
う
だ
。

　
で
は
、
他
の
ヘ
ビ
に
噛
ま
れ

た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

マ
ム
シ
が
持
っ
て
い
る
免
疫
は

マ
ム
シ
毒
に
対
す
る
も
の
だ
け

だ
か
ら
、
当
然
、
他
の
小
動
物

や
人
間
と
同
じ
よ
う
に
絶
命
し

て
し
ま
う
わ
け
だ
。
毒
ヘ
ビ
が

噛
ま
れ
て
も
大
丈
夫
な
の
は
同

マ
ム
シ
が
マ
ム
シ
に

噛
ま
れ
た
ら
ど
う
な
る
？

　
マ
ム
シ
は
日
本
本
土
に
生

息
す
る
唯
一
の
毒
ヘ
ビ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
強
い
出
血
毒

を
持
っ
て
い
る
が
、
毒
の
絶

対
量
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

嚙
ま
れ
て
も
致
命
傷
に
な
る

こ
と
は
少
な
い
と
い
う
が
、

死
亡
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

と
て
も
危
険
な
の
で
注
意
す

る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
猛
毒
を
持
つ

コ
ラ
ム
豆
電
球

種
の
毒
ヘ
ビ
だ
け
ら
し
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
種
の
毒
ヘ

ビ
に
噛
ま
れ
て
も
死
ん
で
し

ま
う
毒
ヘ
ビ
も
い
る
よ
う
だ
。

そ
れ
は
コ
ブ
ラ
。
も
ち
ろ
ん

体
内
に
免
疫
は
持
っ
て
い
る

が
、
あ
ま
り
に
も
毒
性
が
強

い
た
め
、
免
疫
だ
け
で
は
太

刀
打
ち
で
き
な
い
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
自
分
自
身
を
噛
ん

だ
場
合
も
噛
み
処
に
よ
っ
て

は
死
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

そ
う
だ
。
う
っ
か
り
も
の
の

コ
ブ
ラ
は
大
変
だ
。
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▲圧巻のステージ（横町太々神楽）

　
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は

た
く
さ
ん
の
景
品
が
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
笠
懸
地
域
文
化
協
会（
会
長・

清
水
智
依
子
）
が
主
催
す
る
第

23
回
み
ど
り
市
笠
懸
地
域
郷
土

芸
能
祭
が
、
６
月
21
日
㈮
か
ら

23
日
㈰
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
お
よ
び
１
階
ロ
ビ
ー
で

は
、
14
団
体
の
写
真
、
盆
栽
、

書
道
な
ど
力
作
の
展
示
が
あ
り
、

３
日
間
で
た
く
さ
ん
の
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
23
日
㈰
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は

グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
笠

懸
野
文
化
ホ
ー
ル
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、

舞
踊
、
剣
舞
、
大
正
琴
、
神
楽

や
和
太
鼓
な
ど
、
22
団
体
の
出

演
者
は
大
勢
の
観
客
の
前
で
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
５
年
ぶ
り
に

呈
茶
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が

お
茶
の
お
も
て
な
し
を
受
け
ま

し
た
。

魅
惑
の
３
日
間

魅
惑
の
３
日
間  

郷
土
芸
能
祭
を
満
喫

郷
土
芸
能
祭
を
満
喫

▲宮﨑さん（左）と菅谷さん（右）

が
直
接
伝
わ
り
、
発
表
が
終
わ

る
と
観
客
の
大
き
な
拍
手
が
会

場
に
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
発
表
終
了
後
は
審
査
員
５
人

に
よ
り
最
優
秀
者
２
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
者
２
人
は

８
月
24
日
㈯
の
東
毛
地
区
大
会

に
み
ど
り
市
の
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
２
人
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

◇
最
優
秀
賞　
（
敬
称
略
）

　
笠
懸
南
中
学
校
３
年

　
　
宮
﨑　
奈な

お
と音

　
「
Ａ
Ｉ
と
私
た
ち
の
未
来
」

　
笠
懸
南
中
学
校
３
年

　
　
菅
谷　
瑠る

な那

　
「
視
点
を
変
え
る
」

輝
け
る
若
き
声

輝
け
る
若
き
声

少
年
の
主
張
　

少
年
の
主
張
　

　
「
第
19
回
少
年
の
主
張
み
ど

り
市
大
会
」
が
６
月
23
日
㈰
、

な
が
め
余
興
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
青
少
年
健
全

育
成
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
各
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
後
期
課
程
代
表
の
生
徒
10

人
が
日
頃
考
え
て
い
る
事
や
社

会
で
の
出
来
事
、
生
活
を
通
し

て
感
じ
て
い
る
事
な
ど
を
題
材

に
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
例
年
、
会
場
は
笠
懸
公
民
館

や
グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ

（
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
）
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の

会
場
は
、
市
指
定
重
要
文
化
財

の
な
が
め
余
興
場
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
舞
台
と
客
席
の
近
い
芝
居
小

屋
の
特
徴
が
活
か
さ
れ
、
発
表

者
の
力
強
い
声
や
豊
か
な
表
情

◇期　日　9/7 ㈯・14㈯・21㈯、10/5 ㈯・19㈯、11/2 ㈯
◇時　間　午後２時～午後４時
◇会　場　笠懸公民館 音楽室１
◇参加費　無料
◇定　員　先着 20名
◇持参する物　上履き、ハーフスカート（ない人はお貸しします）

①ハワイアン・基礎から　②キッズフラ ( 親子でも可 )
フラダンス教室（全 6 回）

◇期　日　9/7 ㈯・21㈯、10/5 ㈯・12㈯・19㈯ 、11/9 ㈯
◇時　間　午後１時 30分～午後３時 30分
◇会　場　笠懸公民館 交流ホール他
◇参加費　無料
◇定　員　先着 15名
◇持参する物　浴衣、半帯、ひも 3本、足袋、コーリンベルトなど
　　　　　　　（ない人はお貸しします）

舞踊教室（全 6 回）

◇期　日　9/3 ㈫・10㈫・17㈫、10/1 ㈫・8㈫・22㈫
◇時　間　午後１時 30分～午後３時 30分
◇会　場　笠懸公民館 美術工芸室
◇参加費　200 円（和紙代）
◇定　員　先着 15名
◇持参する物　えんぴつ・シャーペン

写仏は和紙に手本を写して彩色します。心穏やかに写仏しませんか ??
写仏教室（全 6 回）

対　　象　みどり市在住・在勤者

申込期間　令和６年８月 20日 ㈫ まで

　　　　　※定員になり次第締め切り

申込・問合せ先　みどり市笠懸公民館　℡0277(76)2211

　　　　　　　　午前９時～午後５時（月曜日除く）

0277(76)2211

主催
笠懸地域文化協会

参加してみませんか !?笠懸地域文化協会 初心者教室
笠懸地域文化協会では、地域文化の一環として、令和 6年度も「初心者教室」を企画しました。

当会所属の専門講師が親切丁寧に初歩から指導します。

楽しく！ 仲間づくりしながら、文化活動に挑戦してみませんか？

多くの皆様の参加を心より
お待ちしております。
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護
者
が
気
軽
に
集
い
、
子
育
て

の
不
安
や
悩
み
を
相
談
で
き
る

場
所
で
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
子

ど
も
連
れ
の
家
族
約
６
０
０
人

が
観
覧
し
、
会
場
は
終
始
楽
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　
劇
中
に
は
コ
ミ
カ
ル
な
動
き

や
仕
掛
け
が
あ
り
、
親
も
子
ど

も
た
ち
も
釘
付
け
と
な
り
ま
し

た
。

　
公
演
の
最
後
に
は
人
形
た
ち

が
座
席
の
近
く
ま
で
来
て
、
み

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
サ
ー

ク
ル
見
学
に
来
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
温
か
な
作
品

が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ん
な
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
ま
た
記

念
撮
影
も
行
わ
れ
、
賑
や
か
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
㈮
か
ら
６
月
14
日

㈮
ま
で
の
一
週
間
、
笠
懸
公
民

館
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
彩

画
会
（
代
表
・
中
山
実
）
に
よ

る
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
阿
左

美
沼
の
風
景
や
菜
の
花
、
パ
ン

ジ
ー
な
ど
身
近
な
風
景
が
描
か

れ
た
作
品
の
ほ
か
、
今
年
の
干

支
の
辰
な
ど
、
作
者
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

　
彩
画
会
は
笠
懸
公
民
館
で
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

６
月
８
日
㈯
、
グ
ン
エ
イ

ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
笠
懸
野
文
化

ホ
ー
ル
）
で
劇
団
バ
ク
に
よ
る

「
着
ぐ
る
み
人
形
劇
み
に
く
い

あ
ひ
る
の
こ
」
の
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
主
催
は
二
葉
保
育
園
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と・と・

ろ
の
家
」
で
す
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
中
の
保

笑
い
と
感
動
の

笑
い
と
感
動
の

人
形
劇

人
形
劇

▲観客も参加♪楽しい劇に夢中♪

彩
り
豊
か

彩
り
豊
か

色
彩
に
う
っ
と
り

色
彩
に
う
っ
と
り

▲彩画会のみなさん

の
中
で
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

無
料
の
施
設
も
多
く
お
す
す
め

で
す
。

　
ま
た
、
東
北
な
ど
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
震
災

遺
構
や
伝
承
館
な
ど
の
施
設
が

あ
り
ま
す
。
旅
行
プ
ラ
ン
の
１

つ
と
し
て
考
え
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
家
族
で
防
災
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
下
さ
い
。

⃝

お
勧
め
施
設

・
そ
な
エ
リ
ア
東
京　
　

・
東
京
消
防
庁
本
所
防
災
館

・
東
京
都
北
区
防
災
セ
ン
タ
ー

・
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

・
栃
木
県
防
災
館

防
災
施
設
で
学
ぼ
う

　
夏
休
み
に
親
子
で
海
や
山

に
行
く
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
お
勧
め
は
防

災
施
設
で
す
。
首
都
直
下
地

震
の
発
生
か
ら
避
難
ま
で
を

体
験
で
き
る
施
設
、
展
示
や

ク
イ
ズ
な
ど
子
ど
も
と
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
施
設
、
地

震
・
暴
風
雨
・
水
害
・
火
災

な
ど
を
体
験
で
き
る
施
設
、

調
べ
て
み
る
と
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
屋
内
施
設
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
雨
の
日
や
猛
暑

防
災
を
考
え
る
44

詩って面白い！！
「群馬の詩人」展＆富弘美術館「星野富弘展」

日　　時　令和 6年 8月 1日～ 9月 1日

場　　所　笠懸公民館　ふるさとギャラリー＆ロビー

展示内容　①県立土屋文明記念文学館移動展「群馬の詩人」

　　　　　②富弘美術館「星野富弘」展（複製画）

関連行事　8月 25日（日）10:00 ～ 11:30

　大橋政人さんのギャラリートーク＆サイン会、富弘美術館

館長によるギャラリートークを行います。また、同日 10:00

～ 16:00、大橋さんの著書やミュージアムのグッズ販売も行

います。詳しくは笠懸公民館にお問い合わせください。

　「詩」の面白さを、ちょっとのぞいてみませんか。
　笠懸の詩人である大橋政人さんをはじめ、群馬県内の
詩人の作品を紹介するパネル展示と、富弘美術館の複製
画展示を開催中です。

笠懸公民館 SNS紹介

お手持ちのスマホでご覧ください !!
いいね してね 　　　

YouTubeInstagram 
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▲種類が豊富な中之嶽神社の御朱印

　
妙
義
神

社
の
上
に

中
之
嶽
神

社
が
あ
り

ま
す
。
そ

こ
に
は
日

本
一
大
き

い
大
黒

様
（
高
さ

20
ｍ
、
重

量
８・
５

ｔ
）
が
あ

り
ま
す
。

大
黒
様
の

お
姿
は
小

槌
を
持
っ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

て
、
16
世
紀
初
め
に
紀
州
（
今

の
和
歌
山
県
）
か
ら
伝
わ
っ
た

「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
」
が
生
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
群
馬
県
の
こ
ん
に
ゃ
く
生

産
量
は
日
本
一
で
す
。

　
ま
た
下
仁
田
の
畑
は
、
粘
土

質
の
重
た
い
土
の
た
め
、
霜
が

お
り
る
と
、
ず
ん
ぐ
り
し
た
独

特
の
形
で
甘
み
の
あ
る
美
味
し

い
下
仁
田
ネ
ギ
が
で
き
ま
す
。

て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、

剣
を
持
つ
珍
し
い
姿
で
、
病
や

厄
、
悪
性
を
祓
い
福
を
招
く
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
御
朱
印
の
種
類
も
豊
富
で
、

宮
司
さ
ん
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
直
筆
し
て
い
ま
す
。（
ミ
ニ

大
黒
様
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
是
非

大
黒
様
に
会
い
に
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

武
尊
山
、
戸
神
山

を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、

記
録
に
よ
れ
ば
五

層
の
天
守
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
真

田
氏
と
い
え
ば
小

松
姫
や
上
毛
カ
ル

タ
の
茂
左
衛
門
な

ど
の
逸
話
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

条
方
は
不
法
に
も
名
胡
桃
城
を

攻
略
し
た
の
で
秀
吉
は
怒
り
小

田
原
攻
め
を
行
い
、
北
条
氏
は

滅
亡
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
今
は
沼
田
公
園
と
し
て
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
守
跡
か
ら
谷
川
連
峰
や
上
州

上
毛
か
る
た
ね

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く下

仁
田
名
産

　
下
仁
田
は
、
妙
義
山
や
荒
船

山
な
ど
高
い
山
に
囲
ま
れ
、
町

の
中
を
鏑
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

水
捌
け
の
良
い
傾
斜
を
利
用
し

テ
ク
テ
ク
お
城
歩
き
�

沼
田
城　
　
　
歩
遊
人

　
群
馬
県
沼
田
市
に
あ
る
沼
田

城
は
続
日
本
１
０
０
城
の
一
つ

で
す
。
文
献
に
よ
れ
ば
、
天
文

元
（
１
５
３
２
）
年
、
沼
田
顕

泰
が
築
い
た
よ
う
で
す
。
沼
田

氏
は
室
町
時
代
に
は
利
根
沼
田

一
帯
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
が

上
杉
、
北
条
そ
し
て
武
田
、
徳

川
の
争
奪
戦
に
翻
弄
さ
れ
、
最

後
は
武
田
方
の
真
田
氏
の
居
城

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
こ
の
地
の
領
有
を

主
張
す
る
北
条
方
と
こ
れ
に
応

じ
な
い
真
田
方
と
の
争
い
が
勃

発
、
豊
臣
秀
吉
の
裁
定
に
よ
り

沼
田
城
は
北
条
領
、
名
胡
桃
城

は
真
田
領
と
し
ま
し
た
が
、
北

▲高さ 20m!! 日本一の大黒様

▲本丸跡に復元された鐘楼

▲西櫓台に残る石垣
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紫
陽
花
の
色
鮮
や
か
に
吾
が
狭
庭
　
　
　
　
　
　
中
村
冨
喜
女

き
じ
の
子
の
よ
ち
よ
ち
親
の
あ
と
を
追
ふ
　
　
　
吉
野
源
五
郎

行
列
の
も
つ
煮
で
冷
酒
酌
み
交
す
　
　
　
　
　
　
中
野
　
千
鶴

障
子
あ
け
夏
座
布
団
の
な
ら
ぶ
縁
　
　
　
　
　
　
泉
　
　
純
佳

梅
の
実
の
今
年
は
不
作
な
げ
く
友
　
　
　
　
　
　
川
道
ひ
さ
女

老
鶯
や
厨
の
窓
を
開
け
放
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
国
木
美
代
香

高
熱
の
吾
子
を
連
れ
ゆ
く
夏
の
院
　
　
　
　
　
　
松
島
　
陽
春

夏
つ
ば
め
恋
も
巣
立
ち
も
風
の
中
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
　
椿

父
の
飼
ふ
熱
帯
魚
ま
た
数
増
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
細
川
　
由
桂

袖
な
し
の
シ
ャ
ツ
ほ
め
ら
る
る
マ
ニ
ラ
麻
　
　
　
山
本
　
舞
華

夏
休
み
と
れ
ぬ
院
長
過
疎
の
村
　
　
　
　
　
　
　
櫻
本
　
千
春

大
花
火
子
ら
を
連
れ
ゆ
く
海
の
町
　
　
　
　
　
　
細
川
　
和
勘

留
守
番
の
孫
と
一
緒
に
か
き
氷
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
由
美
香

桐
生
産
友
に
頂
く
夏
の
れ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
歌
仙

お
す
そ
分
け
真
竹
を
持
ち
く
夫
の
姉
　
　
　
　
　
髙
野
　
春
蝶

万
緑
の
い
で
湯
に
妻
と
孫
ふ
た
り
　
　
　
　
　
　
金
井
　
英
麿

徒
歩
で
行
く
町
の
温
泉
夏
ぼ
う
し
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
光
訽

刈
り
上
げ
し
垣
に
満
足
汗
ぬ
ぐ
ふ
　
　
　
　
　
　
横
倉
　
　
雅

珈
琲
を
清
水
で
入
れ
る
峡
の
村
　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
梅
光

孫
に
手
を
繋
が
れ
歩
く
菖
蒲
園
　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
紫
蘭

小
骨
切
り
鱧
を
捌
き
て
田
舎
酒
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
順
雪

餌
喰
わ
ぬ
猫
を
案
づ
る
土
用
炙
　
　
　
　
　
　
　
桾
沢
　
春
蘭

伽
羅
蕗
の
味
良
く
仕
上
ぐ
昼
厨
　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
初
音

ラ
ン
チ
時
夫
婦
で
捌
く
夏
料
理
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
狐
一

冷
や
や
っ
こ
溜
ま
り
の
旨
し
地
元
産
　
　
　
　
　
石
原
　
青
蓮

庭
先
の
風
に
揺
れ
を
る
半
夏
生
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
華
笑

吊
忍
お
皿
に
の
せ
て
眺
め
を
り
　
　
　
　
　
　
　
徳
田
　
夕
子

茹
で
小
豆
氷
を
浮
か
す
三
時
か
な
　
　
　
　
　
　
新
羅
　
光
海

懐
か
し
き
昭
和
の
日
々
よ
夏
の
月
　
　
　
　
　
　
韓
　
百
日
紅

胡
瓜
も
み
硝
子
の
皿
で
嫁
の
味
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
由
希
子

空
見
上
げ
米
粒
の
ご
と
花
南
天
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
小
町

色
街
の
な
ご
り
の
格
子
夏
つ
ば
め
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
勘
大

寅
さ
ん
の
町
で
吟
行
ど
ぜ
う
鍋
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
光
月

四
季
の
会
七
月
句
会

ル
は
１
９
２
２(

大
正
11)

年

６
月
１
日
に
屋
代
～
須
坂
間
が

開
通
し
た
と
い
い
ま
す
。
当
初

は
蒸
気
機
関
車
が
牽
引
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
９
２
６(

大
正

15)

年
に
全
線
電
化
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
１
９
２
６
年

に
河
東
鉄
道
が
長
野
電
気
鉄
道

と
合
併
し
長
野
電
鉄
と
社
名
変

更
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
国
鉄

時
代
に
は
屋
代
か
ら
松
代
、
須

坂
を
経
て
湯
田
中
ま
で
急
行
志

賀
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
が
初
め
て
長
野
線

に
乗
っ
た
時
、
長
野
駅
は
地
上

に
あ
り
ま
し
た
が
、
都
市
開

発
に
よ
っ
て
１
９
８
１(

昭
和

56)

年
に
地
下
区
間(
長
野
駅

～
本
郷
駅)

と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
長
野
駅
を
発
ち
柳
原
駅
ま
で

は
市
街
地
を
走
り
ま
す
。
そ
し

て
、
朝
陽
駅
ま
で
は
複
線
で
す
。

小
布
施
を
過
ぎ
る
と
、
田
園
地

帯
を
抜
け
て
信
州
中
野
か
ら
山

岳
路
線
と
な
り
ま
す
。
湯
田
中

は
標
高
約
６
０
０
ｍ
、
信
州
中

野
は
標
高
約
３
５
０
ｍ
な
の
で

２
５
０
ｍ
を
駆
け
上
り
ま
す
。

こ
の
区
間
の
車
窓
が
素
敵
で
す
。

夜よ

ま

せ

間
瀬
駅
で
北ほ

く
し
ん
ご
が
く

信
五
岳
を
見
な

が
ら
列
車
を
待
っ
て
い
た
と
き
、

列
車
に
ゆ
ら
れ
て
�

　
長
野
電
鉄

野
利　
哲

　
長
野
市
を
起
点
に
レ
ー
ル
を

延
ば
し
て
い
た
長
野
電
鉄
で
す

が
、
現
存
し
て
い
る
線
路
は
長

野
～
湯
田
中
間(
33
・
２
km)

の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
知
る
限
り
で
は
信
州
中
野

～
木
島
（
木
島
線
12
・
９
km
）

は
２
０
０
２(

平
成
14)

年
４

月
１
日
廃
止
、
屋
代
～
須
坂
間

(

屋
代
線
24
・
４ 

km)

は
２
０

１
２(

平
成
24)

年
４
月
１
日

廃
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

廃
止
前
日
に
乗
り
ま
し
た
が
、

廃
止
を
惜
し
む
ヒ
ト
で
混
雑
し

て
い
ま
し
た
。

　
屋
代
線
は
河
東
線
と
も
い
わ

れ
、
千
曲
川
の
東
に
走
る
レ
ー

駆
け
上
が
っ
て
く
る
モ
ー
タ
ー

音
と
涼
風
が
相
ま
っ
て
の
競
演

は
風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
柳
原
～
村
山
間

に
は
村
山
橋
と
い
う
鉄
道
道
路

併
用
橋
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

は
分
離
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
絶

好
の
鉄
道
写
真
の
撮
影
地
で
し

た
。

　
運
賃
は
長
野
～
湯
田
中
・
片

道
１
１
９
０
円
、
フ
リ
ー
キ
ッ

プ
は
１
日
用
・
２
０
７
０
円
、

２
日
用
・
２
５
８
０
円

▲田園地帯を走る長野電鉄

笑
い
ヨ
ガ

み
笑

　
先
日
「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
」
に

参
加
し
た
。『
笑
う
門
に
は
福

来
る
』
の
笑
い
ヨ
ガ
だ
。
笑
い

の
効
用
も
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
説
明
で
、
笑
い
は
副
作
用

の
な
い
薬
だ
と
。
講
師
の
話
に

引
き
込
ま
れ
な
が
ら
実
践
す
る

と
、
心
か
ら
笑
え
、
身
体
が
活

性
化
し
た
み
た
い
に
。
な
ん
と

い
う
魔
法
！
こ
と
あ
る
ご
と

に
「
い
い
ぞ
い
い
ぞ
」
と
言
っ

て
両
手
を
上
げ
て
上
を
向
い
て

“
わ
っ
は
っ
は
”（
恥
ず
か
し
い

時
は
サ
イ
レ
ン
ト
で
も
OK
）。
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笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
六
月
例
会
よ
り

検
診
を
も
れ
な
く
受
く
る
と
予
約
す
る
健
や
か
な
る
吾
確
か
め
る
ご
と
　
　
　	

上
村
　
征
子

古
希
ち
か
く
緑
あ
ふ
る
る
北
の
旅
せ
は
し
き
暑
さ
は
家
に
置
き
去
り
　
　
　	

加
藤
　
康
子

梅
干
の
酸
味
う
れ
し
き
甘
露
煮
を
二
つ
・
三
つ
と
友
ら
に
配
る
　
　
　
　
　	

久
保
田
茂
子

木
の
下
の
大
ゴ
ミ
除
け
れ
ば
ダ
ン
ゴ
虫
隙
間
な
く
ゐ
て
木
漏
れ
日
お
ぼ
ろ
　
　
　	

関
口
　
定
夫

菊
の
丈
と
同
じ
ま
で
伸
び
酢
漿
草
は
日
を
浴
み
て
を
り
見
つ
け
れ
ば
抜
く
　
　
　	

平
山
　
勇

▲あびちゃん（左）
＆うりちゃん（右）

も
活
発
な
あ
び
ち
ゃ
ん
の
た
め
、

お
母
さ
ん
は
わ
ざ
わ
ざ
涼
し
い

山
の
中
に
あ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
鹿

田
山
フ
ッ
ト
パ
ス
も
お
気
に
入

り
の
散
歩
コ
ー
ス
で
す
。

　
お
父
さ
ん
は
狩
猟
が
趣
味
で
、

新
鮮
な
鹿
や
猪
の
お
肉
を
獲
っ

て
き
て
く
れ
ま
す
。
う
り
ち
ゃ

ん
は
隣
の
家
の
お
ば
さ
ん
か
ら

も
ら
え
る
採
れ
た
て
野
菜
も
大

好
き
で
、
特
に
オ
ク
ラ
や
シ
ソ

を
生
で
食
べ
る
の
が
暑
い
夏
を

乗
り
切
る
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
う

り
ち
ゃ
ん
と
あ
び
ち
ゃ
ん
は
今

日
も
笠
懸
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て

い
ま
す
。

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
⑥

ど
う
ぶ
つ
家
族
⑥

う
り
ち
ゃ
ん
＆

　
あ
び
ち
ゃ
ん
（
６
区
）

　
う
り
ち
ゃ
ん
（
７
才
）
は
生

後
３
か
月
で
最
初
の
飼
い
主
か

ら
仔
犬
特
有
の
甘
噛
み
を
理
由

に
飼
育
放
棄
さ
れ
、
あ
び
ち
ゃ

ん
（
３
才
）
も
生
後
４
か
月
で

先
天
的
な
口
蓋
裂
（
現
在
は
完

治
）
を
理
由
に
業
者
か
ら
遺
棄

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
時
期

は
違
い
ま
す
が
、
同
じ
団
体
に

保
護
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
今
の
お

家
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
理
由

で
犬
や
猫
を
簡
単
に
手
放
す
人

間
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
う
魔
の
手
を
く
ぐ
り
抜
け
、

本
当
の
「
家
族
」
に
巡
り
合
え

る
コ
た
ち
も
い
ま
す
。

　
暑
い
夏
が
苦
手
な
の
に
と
て

ち
ょ
っ
と
一
息

　
最
近
、
地
域
の
行
事
や
か

さ
か
け
公
民
館
だ
よ
り
の
取

材
以
外
で
は
引
き
こ
も
り
気

味
の
自
分
は
、
今
年
に
入
っ

て
半
年
間
で
ア
ニ
メ
を
約

１
０
０
タ
イ
ト
ル
視
聴
。
視

聴
中
の
も
の
や
映
画
を
入
れ

れ
ば
さ
ら
に
結
構
な
数
に
。

子
ど
も
も
一
応
自
立
し
、
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
免
許
を
返

納
し
た
両
親
の
方
が
目
を
離

せ
な
い
状
況
だ
。

　
む
か
し
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は

テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
と
、

漫
画
ば
か
り
読
ん
で
い
る
と

〇
〇
に
な
る
と
よ
く
親
に
言
わ

れ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
大
丈

夫
か
な
？
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

開
く
と
Ｎ
と
か
Ｄ
と
か
Ｐ
と
か

た
く
さ
ん
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
の
ア
プ
リ
が
待
ち
受
け
て

い
る
。
猛
暑
・
酷
暑
の
今
、
エ

ア
コ
ン
の
効
い
た
部
屋
で
、
膝

の
上
の
猫
た
ち
と
一
緒
に
当
分

や
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

ミ
ケ

あなたも家族(ペット)を紹介しませんか !?
募集対象　犬・猫・小動物など、どんな種類の動物でもOK
　　　　　※品種や飼い主名等は掲載しません。
【留 意 点】
•編集協力員による対面取材後に、紙面へ掲載します。
•次号以降のお友達の家族 (ペット )の紹介にご協力ください。
•在住区域 (行政区等 )を掲載させていただきます。
【応募方法】
　飼い主の氏名・連絡先・家族 (ペット )の情報を
電話またはメールで笠懸公民館までお伝えください。
 0277（76）2211
 kouminkan@city.midori.gunma.jp EE QRコード

　館報６月末号（第２０２号）の４頁に掲載の「ボーイスカウトみどり第１団」
の活動日・活動時間に誤りがありました。

　関係者の皆様には心よりお詫び申し上げます。今後、編集には細心の注意
を払っていきます。

お詫びと訂正

日曜日（月２～３回） 10：00 ～ 12：00
（正） 活 動 日 活 動 時 間

第２火曜日 19：30 ～ 21：30
（誤） 活 動 日 活 動 時 間


